
帝京大学医学部附属溝口病院内科

帝京大学医学部附属溝口病院　内科専攻医プログラム

　本プログラムは，神奈川県川崎市高津区の帝京大学医学部附属溝口病院を基幹施設とし，東京
都世田谷区の公立学校共済組合関東中央病院，東京都板橋区の帝京大学病院本院を連携施設とし
て構成されるプログラムです。帝京大学医学部附属溝口病院は，川崎市北部の基幹病院の一つで
すが，設立当初より地域に根ざした医療を基本方針と定めて地域医療に貢献してきました。この
ため，大学病院らしからぬ幅広い症例を経験できます。専攻医修了後の内科系 subspecialtyの研
修体制も充実しており，これまでの修了者の多くがライフワークとしての subspecialtyを取得し
て地域に巣立っています。

本プログラムの特徴：

（1）診療科間の連携が緊密で幅広い症例を経験できる基幹施設
　帝京大学医学部附属溝口病院では，総合内科である第四内科（内科）と，消化器内科，神経内
科の 3科が内科系を構成しています。このうち第四内科は消化器・神経以外の全ての分野を担当
し，各診療グループ別だけでなく，第四内科全体のチャートラウンドと回診を毎週行っています。
スタッフは専門以外の領域についての知識・経験を日常的に得られるだけでなく，自身の受け持
ち患者の問題について，他の専門グループに気軽に相談し，疑問を解消することができます。消
化器内科，神経内科との間の垣根も低く，緊密に連携しています。
　2017年 5月に新病棟，新外来棟がオープンし，最新の設備と明るい雰囲気の中で研修すること
ができます。

（2）救急や subspecialty研修など，専攻医のニーズに基づいた研修のできる連携施設
本プログラムの連携施設：
　・帝京大学医学部附属病院（東京都板橋区）
　・公立学校法人　関東中央病院（東京都世田谷区）
　連家施設である帝京大学医学部附属病院，関東中央病院とはこれまでにも人事の交流があり，
連携施設での研修は，救命救急センターやリウマチ・膠原病疾患など，基幹施設での研修を補完
する目的とすることも，subspecialty研修の一環とすることも可能です。

（3）幅広い subspecialty研修の選択肢
　帝京大学医学部附属溝口病院は，内科系 13領域のうち，リウマチ以外の全ての専門医研修施
設となっています。旧制度の認定医，総合内科専門医取得者の多くが，ライフワークとして何れ
かの分野で専門研修を行い，subspecialty専門医を取得しています。専門研修中であっても，第四
内科では全体でチャートラウンドを行い，境界領域やコモンディジーズの患者は専門に関わらず
主治医となる体制であるため，generalistとしての視点を失うことがなく研修することができます。
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